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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 30日 (2005.6.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 耳 部 に １ つ の ル ー プ を 構 成 す る 対 の 緯 糸 と 、 該 緯 糸 が 打 込 ま れ る 経 糸 と で 製 織 さ れ 、 前
記 ル ー プ 内 の 耳 糸 を 引 き 抜 く こ と に よ り 非 無 端 状 と す る こ と の 出 来 る 袋 状 の 緯 二 重 織 の 基
布

こ と を 特 徴 と す る シ ー ム 付 き オ ー プ ン エ ン ド フ エ ル ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　

シ ー ム 付 き オ ー プ ン エ ン ド フ エ ル ト 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 請 求 項 １ 記 載 の オ ー プ ン エ ン ド フ エ ル ト は 、 耳 部 に １ つ の ル ー プ を 構 成 す る 対 の 緯 糸 と
、 該 緯 糸 が 打 込 ま れ る 経 糸 と で 製 織 さ れ 、 前 記 ル ー プ 内 の 耳 糸 を 引 き 抜 く こ と に よ り 非 無
端 状 と す る こ と の 出 来 る 袋 状 の 緯 二 重 織 の 基

し た 。
　 請 求 項 ２ 記 載 の オ ー プ ン エ ン ド フ エ ル ト は 、

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

を 、 前 記 ル ー プ を 構 成 す る 緯 糸 と 、 基 布 端 部 の 耳 糸 を 除 く ３ 本 の 経 糸 と に よ っ て 平 織 を
含 ま な い 組 織 と し て な る

バ ッ ト を 、 基 布 の 両 面 又 は 片 面 に ニ ー ド リ ン グ に よ り 一 体 に 絡 合 し て な る 請 求 項 １ 記 載
の

布 を 、 前 記 ル ー プ を 構 成 す る 緯 糸 と 、 基 布 端
部 の 耳 糸 を 除 く ３ 本 の 経 糸 と に よ っ て 平 織 を 含 ま な い 組 織 と

請 求 項 １ 記 載 の シ ー ム 付 オ ー プ ン エ ン ド フ
エ ル ト に お い て バ ッ ト を 、 基 布 の 両 面 又 は 片 面 に ニ ー ド リ ン グ に よ り 一 体 に 絡 合 し て な る
。



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 本 発 明 の 実 施 の 態 様 を 以 下 説 明 す る 。
　 図 ５ に 緯 二 重 織 の 組 織 図 を 示 す 。 図 ５ の 組 織 図 は 、 図 １ の 組 織 図 の 経 糸 Ｐ ３ ， Ｐ ４ ， Ｐ
５ ， Ｐ ６ を 除 い た 組 織 で あ る 。 表 表 の 組 織 図 で あ る 図 ６ Ａ に お い て 、 地 の 部 分 で あ る 経 糸
Ｐ ９ ， Ｐ １ １ ， Ｐ １ ３ ， Ｐ １ ５ と 打 ち 込 み 糸 ＃ ３ ， ＃ ７ ， ＃ １ １ ， ＃ １ ５ に よ っ て 織 ら れ
た 部 分 に は 従 来 の 様 な 平 織 が 存 在 す る が 、 経 糸 Ｐ １ ， Ｐ ７ ， Ｐ ９ と 打 ち 込 み 糸 ＃ ３ ， ＃ ７
， ＃ １ １ ， ＃ １ ５ と に よ っ て 織 ら れ た 部 分 に は 平 織 は 存 在 し な い 。 耳 部 経 糸 ３ 本 分 （

） に つ い て 説 明 す る と 経 糸 が 緯 糸 の 上 に あ る 箇 所 の 数 は ３ 個 所 で 、 従 来 方 法
の 図 ２ Ａ と 比 べ 同 じ 数 で あ る が 、 そ の 部 分 に 平 織 は 存 在 し な い 。 ３ 個 所 で 経 糸 が 打 ち 込 み
糸 の 上 に く る 、 即 ち 緯 糸 は 織 り 込 ま れ る が 、 そ の 部 分 で 平 織 と な っ て お ら ず 、 そ れ 故 、 本
発 明 フ エ ル ト の 組 織 図 を 示 す 図 ６ ， ７ は 改 善 前 の 組 織 図 を 示 す 図 ２ の 平 組 織 に よ る 緯 糸 へ
の 応 力 と 比 べ 格 段 に 緩 和 さ れ 、 製 織 後 の ル ー プ の 向 き を ほ ぼ 均 一 に す る こ と が で き た 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 の オ ー プ ン エ ン ド フ エ ル ト は 、 耳 部 に １ つ の ル ー プ を 構 成 す る 対 の 緯 糸 と 、 該 緯
糸 が 打 込 ま れ る 経 糸 と で 製 織 さ れ 、 前 記 ル ー プ 内 の 耳 糸 を 引 き 抜 く こ と に よ り 非 無 端 状 と
す る こ と の 出 来 る 袋 状 の 基 布 基 布 端 部 の 耳 糸 を
除 く ３ 本 の 経 糸 と に よ っ て 平 織 を 含 ま な い 組 織 と す る こ と に よ っ て 、 シ ー ム 部 の 緯 糸 に よ
る ル ー プ が 経 糸 に 対 し 垂 直 と な る 仮 想 平 面 上 に 位 置 す る よ う に な り 、 各 緯 糸 の ル ー プ が 平
行 し た 状 態 で 並 び か つ 、 ル ー プ 形 状 も 円 に 近 い 状 態 で 安 定 さ せ る こ と が 出 来 る た め に マ シ
ン へ 掛 け 入 れ 後 、 両 端 ル ー プ を 交 互 に 噛 み 合 わ せ 易 く 、 噛 み 合 わ さ れ た ル ー プ が 均 一 に 連
続 し て い る の で 、 ピ ン シ ー ム の 挿 通 を 行 う 際 に 極 め て 容 易 に 短 時 間 に 作 業 が 行 う こ と が 出
来 た 。
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